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第96回「電話を呑み込むインターネット」

電話を使っていたインターネット

日本のインターネットの原型となったネットワーク

は、1984年に発足したJUNETである。米国には

UUNETがあったので、その日本版ということにな

る。名 称 は 、正 式 には Japan University

NETworkの略であるというが、当時の東京大学

でJUNETを推進した村井純先生、松方純先生の

名前をとってジュンネットであったという説もある。

そのJUNETは、現在のインターネットで使われ

ているTCP/IPではなく、uucpという通信規約（プ

ロトコル）を使っていた。uucpとはUNIXから

UNIXにコピー（CoPy）をするという意味である。

簡単にいうとUNIXを使っているコンピュータが、

相手のコンピュータに定期的に電話を掛ける。こ

の電話というのが、実はモデムによる通信である。

電話回線を使ってデータ通信ができる。電子メー

ルはファイルとして相手に送信される。

JUNETは大学や研究所に急速に普及した。こ

の時代に、電子メールの中で日本語を表現する方

法が考案されて、後にインターネットの標準となっ

た（RFC1468）。さらに、JUNETの管理・運用に

携わってきた人が中心となってJPNICの母体がで

き上がった。

インターネットを使う電話

電話は音声を扱う。音声をデジタル化する技術

はよく知られている。音楽がデジタル化されるくら

いだから、電話の音声は問題なく扱える。たとえ

ば現在の携帯電話はデジタル電話である。「mova」

が登場したときにはアナログ電話であったが、数

年前にアナログ携帯電話のサービスは中止されて

いる。PHSは最初からデジタルである。ISDNで

電話を掛ける場合も音声はデジタル信号になる。

デジタル化されたデータは身軽になる。データを

コピーしても劣化しない。データを遠方まで送信し

ても減衰しない。音声がデジタル化されると簡単

にインターネットに乗ってしまう。このような音声の

伝送技術は以前から開発されており、VoIP（Voice

over IP）として知られている。

インターネット電話では、まだまだ音声品質が悪

いという声がある。これを改善する方法も提案さ

れている。パケット通信の優先順位の工夫や、あ

る場合にはインターネット技術を使いながら、IP電

話に専用のネットワークを構築する場合もある。

メディアを呑み込むインターネット

新聞はマスメディア（媒体）の代表選手である。

その新聞には休刊日がある。「休刊日のニュースは

新聞社のウェブサイトを見るように」と新聞に書い

てある。ヨーロッパに住んでいる私の友人は、以

前には日本の新聞を読むのに人工衛星版が高価

であると嘆いていた。今はウェブで日本の新聞を

世界のどこにいても簡単に読める。新聞とインタ

ーネットとはすでに密接な関係にある。

日本よりも一歩先にブロードバンドが普及した韓

国では、テレビがインターネット上で楽しめる。現

在では少し状況が落ち着いてきたようだが、初期

にはテレビ局がブームのようにインターネット上で無

料放送をしていた。短波を使う海外からのラジオ

放送の中には、インターネットの普及とともに放送

を停止する例も出ている。

このように見てくると、インターネットが各種のメ

ディアを呑み込んでいくように見える。電話もイン

ターネットに呑み込まれてしまうのだろうか。

電話番号を扱う（ENUM）

インターネット電話の品質が改善されたとして、

残る問題がある。それは電話番号だ。インターネ

ットの通信はIPアドレスを使う。本誌の読者なら

ば、電話を掛けるのにIPアドレスを使うことが自然

にできるかもしれない。しかし電話の世界の標準

（国際電気通信連合ITUのE.164）では、電話番

号の定義は明確であり、＃や＊を電話番号に含む

ことはできない。

既存の電話機からインターネット電話に掛けると

きには、電話機を使って電話番号で相手を指定し

たい。そこで電話番号からIPアドレスに変換する

仕組みが必要になる。それがENUMといわれる

ものだ。この通信規約はIETFで検討が進んでい

てRFC2916として発行されているk。

その一方で国際電気通信連合ITUでは、イン

ターネット電話における電話番号の管理方法を定

めている。最終案がほぼ固まっており、基本的に

は従来の電話番号と同じように国別に管理するこ

とになっている。日本のインターネット電話が050で

始まる番号を使うことになったのは、この国際的な

標準に合致している。いよいよ電話とインターネッ

トが融合することになる。

kwww.ietf.org/html.charters/enum-charter.html 
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